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シンクロを考える
CD Track06

ブリッジミュートでネオ・ソウル・スタイルを学ぶ
CD Track07

右手、左手のタイミングをしっか
り合わせ、左手の指が入れ替わる
寸前まで音を伸ばし切ることを意
識しましょう。シンクロを徹底的
に鍛える場合、テンポをフリーに
して、自分のタイミングで次の音
を弾く、という練習方法もあります。
このトレーニングはテンポに追わ
れずに、左手、右手の動きに集中
できるという利点があります。

ネオ・ソウルでよく演奏されるブ
ロックペンタポジションでの下降
フレーズです。8分音符と1拍3連
のリズムそれぞれのスピード感に
慣れておきましょう。音程感をしっ
かり出し、ミュートを深くし過ぎ
ないことがポイントです。

写真   弾く弦に合わせて右手を縦移動させる

一度、音を出したら、次の音に変わる瞬間まで左手は押弦をキープします。次の音に変わる瞬間、左手
は次のポジションを押弦し、ほぼ同時に右手でピッキングします。これがよどみなくできれば右手左手
のシンクロができていることになります。速弾きを練習するときも、右手と左手のシンクロが良いと輪
郭のある演奏になり、悪いとノイジーな演奏になります。

右手のブリッジミュートのポジションを一定にするために、弾く弦に合わせて、右手の位置を上下移動させ
ましょう。右手の小指側側面と弦が当たる位置を統一した方が、安定したブリッジミュート音を得られます。

図1   ドンピシャのタイミングで弾く

time
次の音押弦をキープ！


